
PIC を用いた時計の作成 

F0５1２２ 湯山映里 

 
作成動機 

PIC講習会で、PICで何でも好きに出来ることを知りました。そこ

で、PICを用いオリジナルの時計を作りたいと決めて、最初の一歩

に時計を作ろうと思いました。 

同時に、これを機にPICそのものと、アセンブラを勉強しようと思い

ました。 

使用した部品 

・ 16F877 

・ 発振子（10MHz） 

・ ７セグメントLED×６ 

特徴 

全ての LED を点灯させると流れる電流が小さくなるので、暗くな

ってしまいます。これを防ぐためにダイナミック表示を行う必要が

ありました。 

10MHzのクロックでは命令にかかる時間は4μsecです。この時

間でLED の点灯を切り替えて行くと、視覚的には複数表示されて

いるように見えます。 

1つの命令にかかる時間から計算をして、1secを作成します。 

変数を用意し、１秒経ったらその変数に１を足します。変数によ

って対応する数がLEDで光るようにしました。対応する数は0から

9まで用意し、呼び出して数字の形に光るようになっています。 

 

 

表写真 

 
回路図 

 

ダイナミック表示 

1秒の作成 

数字の読み込み 



結果と感想 

1から 9までのカウントはできました。後、桁上げ、ボタンによる制

御をやらなくてはいけませんが、そのプログラムを考えるにあたり、

どうしても C言語で考えてしまっています。アセンブラでどう作るか

が未だに慣れずにいます。 

時計を作ると同時に目的であった、PICと、アセンブラを勉強すると

いう点では、出来たと思います。物理的に自分が作ったものを見

た時は嬉しかったです。しかし、アセンブラを自由に使いこなすに

は未だ未だ時間が掛かりそうです。 
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